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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 7,080 1.9 271 △5.3 150 △37.0 83 △52.0
21年3月期第2四半期 6,949 ― 286 ― 239 ― 174 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 11.04 ―
21年3月期第2四半期 22.99 22.92

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 13,960 7,040 50.4 926.27
21年3月期 13,650 6,819 50.0 897.23

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  7,040百万円 21年3月期  6,819百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
22年3月期 ― 0.00
22年3月期 

（予想）
― 10.00 10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,817 3.7 954 20.7 677 45.0 338 42.5 44.47



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値
と異なる結果となる可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 7,928,885株 21年3月期  7,928,885株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  328,288株 21年3月期  328,268株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 7,600,603株 21年3月期第2四半期 7,600,797株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 
当第２四半期におけるわが国経済は、製造業等の一部では持ち直しの兆しも見られつつありますが、雇用・

賃金情勢は依然として厳しく、個人消費の先行きには不透明感も強まっており、当社グループを取り巻く経営

環境は厳しい状況で推移しました。 

このような状況下にあって、当社グループは引き続き、新・旧製品の適時入れ替え、製品在庫管理の徹底、

販売費及び一般管理費の削減などの効率化を推進する一方、海外市場への積極的な展開、ＯＥＭビジネスの拡

大に努めてまいりました。 

この結果、当第２四半期累計期間の売上高は車用小物類、チャイルドシート等は売上が減少しましたが、芳

香剤、ＨＩＤランプ等が好調に推移し、7,080 百万円と前年同四半期と比べ 130 百万円（1.9％）の増収とな

りました。損益面につきましては、販売費及び一般管理費を削減しましたが、前年同四半期の「棚卸資産の評

価に関する会計基準」適用に伴う製品低価評価損の戻入はなくなったこと等により原価率の悪化があり営業利

益は 271 百万円と前年同四半期に比べ 15 百万円（5.3％）の減益となりました。経常利益は受取利息の減少お

よび為替差損の計上があり 150 百万円と前年同四半期に比べ 88 百万円（37.0％）の減益となりました。四半

期純利益は投資有価証券評価損を特別損失に計上し、法人税等を控除した結果 83 百万円と前年同四半期に比

べ 90 百万円（52.0％）の減益となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 
(資産) 

流動資産は前連結会計年度末に比べ 1.6％増加し、9,592 百万円となりました。これは受取手形及び売掛金

が803百万円、たな卸資産が118百万円増加し、現金及び預金が862百万円減少したことなどによるものです。 

固定資産は前連結会計年度末に比べ 3.8％増加し、4,367 百万円となりました。これは投資有価証券がその

他有価証券の時価評価等により 153 百万円増加したことなどによるものです。 

この結果、当第２四半期末における総資産は前連結会計年度末に比べ 2.3％増加し、13,960 百万円となりま

した。 

(負債) 

流動負債は前連結会計年度末に比べ 2.0％増加し、4,655 百万円となりました。これは短期借入金が 500 百

万円増加したことなどによるものです。 

固定負債は前連結会計年度末に比べ 0.2％減少し、2,264 百万円となりました。これは社債が 177 百万円減

少し、長期借入金が 161 百万円増加したことなどによるものです。 

この結果、当第２四半期末における負債合計は前連結会計年度末に比べ 1.3％増加し、6,920 百万円となり

ました。 

(純資産) 

株主資本は前連結会計年度末に比べ 0.1％増加し、7,073 百万円となりました。これは利益剰余金が 7 百万

円増加したことなどによるものです。 

評価・換算差額等は前連結会計年度末に比べ 212 百万円増加し、△33 百万円となりました。これはその他

有価証券評価差額金が 157 百万円、為替換算調整勘定が 55 百万円増加したことなどによるものです。 

この結果、当第２四半期末における純資産は前連結会計年度末に比べ 3.2％増加し、7,040 百万円となりま

した。 

以上の結果、自己資本比率は 50.4％となり、前連結会計年度末比 0.4 ポイントの改善となりました｡ 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 
第２四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、平成 21 年 5 月 20 日付当社「平成 21 年 3 月期決算

短信」にて発表しました平成 22 年 3 月期の業績予想を修正しております。 

詳細につきましては、本日別途開示いたします「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 



㈱カーメイト (7297) 平成 22年 3月期 第２四半期決算短信 

 4 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

④税金費用の計算 

 一部の子会社において、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 



5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,159 4,021

受取手形及び売掛金 2,349 1,545

有価証券 319 319

製品 2,452 2,453

仕掛品 153 180

原材料及び貯蔵品 425 279

その他 734 653

貸倒引当金 △3 △11

流動資産合計 9,592 9,443

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,049 1,078

機械装置及び運搬具（純額） 212 174

工具、器具及び備品（純額） 392 404

土地 483 483

建設仮勘定 36 28

有形固定資産合計 2,173 2,169

無形固定資産 267 241

投資その他の資産   

投資有価証券 844 690

長期貸付金 234 242

その他 847 926

貸倒引当金 △0 △63

投資その他の資産合計 1,926 1,796

固定資産合計 4,367 4,207

資産合計 13,960 13,650

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,708 1,742

短期借入金 836 336

1年内返済予定の長期借入金 254 247

1年内償還予定の社債 355 355

未払法人税等 91 70

賞与引当金 290 341

返品調整引当金 371 393

その他 747 1,077

流動負債合計 4,655 4,562



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

固定負債   

社債 207 385

長期借入金 505 343

退職給付引当金 903 879

役員退職慰労引当金 395 404

その他 252 256

固定負債合計 2,264 2,268

負債合計 6,920 6,831

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,637 1,637

資本剰余金 2,422 2,422

利益剰余金 3,196 3,188

自己株式 △182 △182

株主資本合計 7,073 7,065

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 115 △41

土地再評価差額金 △196 △196

為替換算調整勘定 47 △7

評価・換算差額等合計 △33 △246

純資産合計 7,040 6,819

負債純資産合計 13,960 13,650



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 6,949 7,080

売上原価 4,048 4,525

売上総利益 2,901 2,554

販売費及び一般管理費 2,614 2,283

営業利益 286 271

営業外収益   

受取利息 22 6

受取配当金 13 11

為替差益 2 －

その他 4 3

営業外収益合計 42 21

営業外費用   

支払利息 31 13

売上割引 51 54

為替差損 － 50

その他 6 23

営業外費用合計 90 142

経常利益 239 150

特別利益   

固定資産売却益 3 0

貸倒引当金戻入額 0 0

償却債権取立益 1 1

特別利益合計 5 2

特別損失   

固定資産除却損 0 1

固定資産売却損 － 0

投資有価証券評価損 0 12

特別損失合計 0 13

税金等調整前四半期純利益 244 139

法人税、住民税及び事業税 74 85

法人税等調整額 △5 △30

法人税等合計 69 55

四半期純利益 174 83
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(3) 継続企業の前提に関する注記 
 
該当事項はありません。 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
 
該当事項はありません。 

 

 

以 上 




